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中学校 保健体育科
〔体育分野〕F武道
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平成24年度から中学校の保健体育で男女共に武道が必修となり、多くの学校が柔道
を選択しています。しかし柔道に関わる事故の報告も多く、特に柔道を指導したことのな

い教員から、安全に柔道の指導ができるか不安の声も挙がつています。

本作品は、そのような不安を抱える保健体育科の教員向けに、安全でかつ楽しい柔道

の授業づくりに役立つよう、制作した映像教材です。柔道で起こりうる事故やその対策を

解説した上で、受け身や投げ技、固め技の指導法について、柔道指導経験の少ない教員

の方にも、段階的にわかりやすく学んでいただける内容となつています。
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DVD 69,300円 (本体66,000円 )

公益財団法人 全日本柔道連盟
指導者養成プロジェクト特別委員会
武道必修化対策チーム委員
千葉大学教育学部附属中学校教諭
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■柔道の授業で最も気をつけないといけないのは、頭部・頚部の危険な事故です。特に脳の損傷につながる

ものとして、「脳しんとう」、「カロ速損傷」、「セカンドインパクトシンドローム」について、神奈川県立足柄上

病院脳神経外科部長の野地雅人医師が解説します。柔道の指導者が知つておくべきことを伝えます。

■実際の授業での指導法について、千葉大学教育学部附属中学校の渡辺冬花先生より具体的に紹介してい

きます。柔道の授業では「頭部・頚部を守ることが最重要」と指導者も生徒も認識し、「頭を打たない。打た

せない」ための受け身の練習をしつかりと指導することの大切さを伝えます。

■授業に入る前の安全対策も確認しておきます。施設・設備、用具等について、事前にチェックしておきます。

けがや事故を防ぐ対策、熱中症対策について説明します。

■授業では、まずは単独での受け身 (後ろ受け身・横受け身 )を

「低い姿勢」から「高い姿勢」へと段階を追つて指導します。

後ろ受け身では、2人組になって相手の力を感じて受け身をと
る練習も取り入れます。

■次に2人組になつての「投げられた時の受け身」を指導します。
2人組になつての受け身の練習でも、「受」が「低い姿勢から」→

「立った姿勢から」→「動きの中から」と段階を踏んで指導してい

きます。この時、同じ位の体格の者どうしで組ませるように気を

つけます。「取」に指導する投げ技は、膝車と体落としです。ここ

でも安全面を最重視し、「受」が大きく宙を舞うような競技用の

技は指導しません。相手を安全に投げることができる、授業用の

膝車と体落としを紹介し、解説します。「投げ技と関連させた受

け身」を生徒に身につけさせます。自由な動きの中で安全に受

け身がとれ、生徒に柔道の攻防の楽しさも伝える授業を目指し

ます。

■生徒に後ろ受け身を習得させるための、授業用の安全な大外刈

りも解説します。後頭部を打たないよう、くれぐれも注意して指

導します。

■固め技の指導法を解説します。固め技には、抑え技、締め技、関

節技がありますが、中学校では抑え技のみを扱います。抑え技

の中でもまず、けさ固めの抑え方を指導します。抑え技は比較

的初期の段階から、柔道の魅力である相手との攻防を楽しむこ

とができますが、危険な場面もあります。安全面の留意点を盛り

込み、解説します。

・この D∨ Dは、メニュー画面から『全編再生』と観たい項目のみをこ覧いただく『個別再生』が選べます。

もう一度観たい箇所や飛ばしたい箇所を、リモコンのスキップボタンで前後の項ロヘスキップさせることができます。
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